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つづくその道一筋の人に贈られる黄綬褒章は全部で 307人、教育・福祉
農商工-ボランテイアの人々には藍絞褒章で 44 1人、女性数は不明だが恐ら
くここ も10%強に過ぎないのであろう 。
さて、上記の授賞対象に並べられた項目を調べると、この手の分野は女性に
は不利なことがはっきりしている。それは結婚、家庭、子育て、介護を捨てて
のみ達成されることだからである。授賞した人の中で次の項目に当てはまる男
性がいたとしたら貰賛に値する。それは、女性と同じスタートラインに立ち自
分のことは自分でやった結果、手にした栄光だからである。
ー食事は朝畳晩、自分で用意する
-こ どもを育てる。或いは独身を通す。離婚の場合は子は引き取っている。
・パンツなどを含むすべての洗濯。干して、取り込む。
-すべての電話の対応。近所とのつきあい。ゴミだし日の分別 0
・家計のやりくり。風巴の用意、洗浄。 ああ、疲れた。もっとあるぞ。
「ふろ 、めし、ねる」の配偶者の世話。
数ある生活基本のなかでどうしてこのようなことを挙げたか、男性も多くの
女性も気付かないだろうと思う。それは、いかに女性たちが、このことのくり
返しで くやりかけの仕事を中断させられているか> につきるからである。
思考を集中させたり、結果がでるまで実験を繰り返したりは決してできない環
境にあるのだ。
次に選考の方法について一言いいたい。
選考人の中に女性を半分いれてもらいたい。研究者やその道一筋でがんばっ
て成果を挙げている女性がいないとはいわせない。男性選考人の目にはとまら
ないだけなのだ。女性同志がもっている情報網を使ってどんどん挙げて もら っ
て男女バランス よく配分しても らいたい。
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世の中の文化は男性だけが創っているのではない。なぜ女性授賞者は 10分
のーなのかそのことの原因に思いをいたし 、重荷となっている我が身を恥じて
もらうのが第一歩。次に.実力を持ちながら埋もれている女性研究者の発掘に
努めて こそ、 「栄典制度は文化である」と大見得を切った「政府・見直し懇J
のことばが初めて論議のスタ ー トラインにつくであろう。
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同邸開T村議長会研修会で筑波大字教陵中川八洋氏が、
「てよ℃円ヒで日本ぽ滅びる。男は2号3号に子供を生ませたらよい。それにこそ助成すべきだ。女
性は40過ぎたら肉のかたまりだ。 i首，献脇、社会規範U瀬育は女性Lこはできない。男女は平等
ではない。 30過ぎの女性に金を使う必要はない。相時想見などやめて昔のような家父長制の家族
制度を再建すべき。男女は平等ではない。夫婦号l陸も共藍党だから家庭崩婁する。セクハラ裁判
しているのはみんな拘離だ。 i等と女性を僻し女性の人権を傷つける発言をしました。私達 I 
ばってん-うーまんの会は直ちに他の女性団体と連携し、中)1八洋氏を始め卸皮大洋学長、文部 堅 、戸
大臣、同時ノ輔I村議長会に抗議文を出しました。
その後のこと、
中川氏の発言は各新聞や週刊誌にも掲載され、そのことで筑波大の中川氏所属の学穿罪文員会議
にも出され r~司犠色合学類に関する特服庇査会」カ設置。(週刊期日)すると中川氏はせクシ
ハラスメントに当る発言をしたなどと非難する文書カ配布されたことをめぐり名誉を傷付けムれ
た学穿辰の綾騨賊等本告訴。学生新聞部からはばってん・うーまんの会の事務局へ問しミ合わせ
があったりしました。
そして今、
学類長の樹[裕子氏は大学から「持脹で訴訟まかりならぬjとのことで学類長を剖壬。フリー
になったことで中)11八洋氏を女性蔑視等で訴え「裁判に全力を尽くしますJとのことです。長崎
L期I村議長会の朝寿局長は「中川氏の識寅のテープはあるともないといzし3ませんJとのことな
ので、裁判jへの提出は無理かもしれない。しかしばってんーうーまんは400人のその時の識寅を
聞いた人達の l人有馬女性問議の森弥栄さんを証言台にたってもらうよう運動したい。
主麦音防谷弓こ季対受をつ乞主愛しよう
